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奨励品種候補 大豆「里のほほえみ」の品種特性 

埼玉県農業技術研究センター 

１ 品種の概要 

（１）来歴 

系譜図

宗賀在来
（長野県在来）

中鉄砲

刈系102号

刈系95号

平舘在来
（岩手県在来）

東北51号

東北129号

刈交0264MYF6

里のほほえみ

タマヒカリ

東北83号

東北96号

COL/丹波/
1989/小田垣-1
（兵庫県在来）  

「里のほほえみ」は、ダイズモザイクウィルス抵抗性で大粒・良質品種の育成を目標

として、（独）東北農業研究センターにおいて平成 8年に「東北 129号」を母親、「刈交

0264MYF6」を父親とする組合せから育成された。 

耐倒伏性、機械化収穫適性が高く、本県では中生にあたる大粒大豆である。 

平成 23年 3月に品種登録された。本県では平成 25年度から大豆奨励品種決定調査を

実施しており、関東では栃木県が奨励品種に採用している。 

 

（２）品種の特性 

「タチナガハ」に比べて 

 成熟期は 2日程度遅い。登熟日数は同程度である。（表 1） 

 主茎長はやや長く、主茎節数および分枝数は同程度である。耐倒伏性は「強」であ

る。 

 莢数は同等～やや少ないが、百粒重は 2～5g程度重い大粒である。 

 粗蛋白含有率は高く、粗脂肪は同等で加工適性が高い。 

 紫斑病抵抗性「強」、ダイズモザイクウィルス A、B、C、D系統に抵抗性である。 

 ダイズシストセンチュウ抵抗性は「弱」である。 

 最下着莢節位高が高く、難裂莢性のため、機械収穫適応性が高い。 

 収量性は同等である。 

 

（３）栽培上の留意点 

 疎植では十分な能力を発揮できないので、苗立ち本数は 15～20本/㎡を確保する。 

 ダイズシストセンチュウ抵抗性は「弱」であり、過度の連作、ダイズシストセンチ

ュウ被害の発生履歴のあるほ場での栽培は避ける。 
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（４）平成２７年度大豆奨励品種決定調査の状況（農業技術研究センター内ほ場） 

 

 

 

表1　平成２７年度大豆奨励品種決定調査

品種・系統名 出芽期 開花期 成熟期 主茎長 分枝数 莢数
最下着莢
節位高

ａ当り
全重

a当り
子実重

比較
比率

百粒重

(月日) (月日) (月日) 倒伏 蔓化 ｳｲﾙｽ 青立 (cm) (本/株) (数/株) (cm) (kg) (kg) （％） (g)

里のほほえみ 6.28 8.04 10.25 0 0 0 2 60 13.8 4.2 49.2 14.3 72.8 39.2 97 50.8 3

タチナガハ 6.28 8.04 10.23 1 0 0 4 58 14.0 3.4 51.8 11.6 69.4 40.5 100 45.5 4

注1)生育中の障害は0：無、1：微、2：少、3：中、4：多、5：甚　　注2)子実重、百粒重は水分15%換算値

注４）熊谷市玉井の水田転換畑から本年度は同市須賀広の畑に移転した。大豆は初作である、前作は裸地。病虫害の発生が多く、例年より多く防除を実施した。

生育中の障害 主茎
節数

外観品質

注3)外観品質は1：上上、2：上中、3：上下、4：中上、5：中中、6：中下、7：下
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表2　奨励品種決定調査成績（水田研、現地）

区番 品種・系統名 開花期 成熟期 主茎長 分枝数 莢数
最下着莢
節位高

ａ当り
全重

a当り
子実重

比較
比率

百粒重

(月日) (月日) 倒伏 蔓化 ｳｲﾙｽ 青立 (cm) (本/株) (数/株) (cm) (kg) (kg) （％） (g)
里のほほえみ 8.03 10.29 1 0 0 1 61 13.6 4.4 58.1 10.8 74.1 36.4 93 37.5 3
タチナガハ 8.01 10.27 2 0 0 3 54 13.1 4.7 68.0 8.2 71.6 39.3 100 34.6 4

里のほほえみ 8.03 11.04 1 0 0 1 64 12.8 4.7 56.2 12.4 ﹣ 24.8 143 43.3 ﹣

タチナガハ 8.02 11.13 2 0 0 4 63 12.7 5.8 45.3 10.0 ﹣ 17.3 100 41.1 ﹣

里のほほえみ 8.05 11.10 0 0 0 2 56 12.0 3.9 37.2 15.0 ﹣ 40.1 117 45.0 ﹣

タチナガハ 8.04 11.05 1 0 0 4 57 12.7 3.6 33.7 13.3 ﹣ 34.3 100 43.7 ﹣

注）1水田研のデータはH25、26年の平均数値　播種日　6/24　現地（川越、大里）の播種日　6/26
注) 2生育中の障害は0：無、1：微、2：少、3：中、4：多、5：甚　　注)3子実重、百粒重は水分15%換算値
注) 4外観品質は1：上上、2：上中、3：上下、4：中上、5：中中、6：中下、7：下

生育中の障害 主茎
節数

外観
品質

川越

大里

水田研

 

表3　裂莢性検定試験成績

品種名 裂莢率（％） 判定

里のほほえみ 4.3 難

タチナガハ 93.8 易

注）1　東北農研センター育成　2005～2008年の4ケ年間平均
注）2　裂莢率は60℃、3時間（2008年は2時間）の熱風乾燥による。  

 

 

図 1 子実成分分析結果（粗脂肪、粗蛋白） 

 

写真 1 子実（左：タチナガハ、右：里のほほえみ）         写真 2   草本（左：タチナガハ、右：里のほほえみ） 

 

 


